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森ケ曽根古墳の位置と周辺の歴史的環境

森ケ曽根古墳 (l lld、 島根県浜田市治和町 775番 地 (俗称森ケ曽根)に所在 し、周布川

河口にほど近い左岸、標高 40mの 低丘陵上の周布平野を一望に見渡すことのできる地点

である。周布平野は、中国山地大佐山附近に源を発する一級河川・ 周布川の堆積作用によ

る沖積平野で、北・ 西方向は 日本海に臨む c山地が海まで迫 る例が多い石見地方において

益田平野・ 大田平野に次ぐ面積を持った数少ない平野の 1つ に数え られている。古墳時代

を中心とする数多 くの遺跡が知 られているが、精査されていないため、今後なお多数の遺

跡の発見が期待 されているところでもある。

さて、現時点で確認されている古墳周辺の遺跡に関して若千説明を加えたい。

縄文時代の遺跡は、昭和58年に発掘調査が実施された日脚遺跡住かか ら、早期の土拡群検

出が報告 されている他、治和町坂辻から石斧が単独出上 している程度で、性格の明確なま

とまった遺跡は確認 されていない。

弥生時代の遺跡では、本古墳の北方約 200mに 位置する鰐石遺跡(2)が代表的である。昭

和48年に発掘調査が実施 され、前～中期を中心とする多量の遺物を伴った、土拡墓状遺構



32基が検出された。今回、この鰐石遺跡との関連を考慮して、鰐石遺跡と極近い丘陵上平

担面の 2地点 (第 2図 DoE)も 発掘調査を行ったが、後述のとおり遺跡・ 遺物は検出で

きなかった。 しかし、A地区森ケ曽根古墳墳丘下の中から後期の土器が出上した。

古墳時代に入ると確認遺跡数は増加するが、前期のものは知 られていない。

中期になると、石見地方第 3番目の規模を誇る周布古墳(7)が築造されている。周布平野

を一望に見渡す台地上に位置する、全長約67mの葺石・埴輪を持った前方後円墳である。

現在は国指定の史跡となっているが、未調査のため内部構造 。副葬品等に関しては明らか

でなく、詳細は不明の点が多い。 しかし、単に規模だけから考えても、当時この地に強大

な勢力が存在していたことが窺える。

後期初頭には、周布古墳の北方 100mの地点に、めんぐろ古墳(8が築造されている。現

在は畑地化のため消滅 している。正式な調査が実施されていないため、墳形 ◆規模等は不

明であるが、内部構造は障壁石を持った両袖型横穴式石室と報告されている。副葬品は実

に豊富で、何製鏡・鈴②‖。直刀 。馬具一式・須恵器等があり、この地域ではあまり類例を

見ない貴重品も合まれていた。

後期中葉以降、全国的傾向ではあるが、この周布平野周辺においても小古墳が急増した。

今回発掘調査を行った森ケ曽根古墳をはじめ、鰐石 1・ 2号墳 (4.3)、 蔵地宅後古墳(5)

小西ケ丘古墳(6k沃田寺山古墳(9k鈴居古墳住0に 日脚古墳住1た 日脚遺跡(121内 の 4基の古墳、

塚原山古墳群19等である。わずかに調査された例として、日脚遺跡内の 4基の古墳があり、

片袖型・両袖型両タイプの横穴式石室が報告されている。また、蔵地宅後古墳は半壊状態

にあるが、珍しい石棺型石室が観察できる。 しかし、これらの古墳は、大部分が消滅もし

くは半壊状態で、副葬品も散逸したものが多く、その全容が窺えるものはないと言ってよ

い。周布平野の後期古墳は如何なる地方色を呈し、如何なる地域との如何なる関連が見ら

れるのか 一一今となっては非常に困難な問題となってしまったが、今後の調査・ 研究に期

待したいところである。

奈良時代に入ると、浜田市東よりの下府町 。国分町附近に国府や国分寺等が造営され、

石見地方の一大中心地が形成された。周布平野は、そこから約 101gI離れた所であり、広い

可耕面積を持った所でもある。その後も人間の良好な生活面として、後世に引き継がれた

ことと思われる。



調査に至る経過

今回の調査は、浜田市立周布小学校改築事業に伴い建設予定地内 (19,000だ)の遺跡有

無確認のため、浜田市教育委員会が昭和59年 3月 5日 に島根県文化財保護指導委員、桑原

詔一 。的場幸雄の両氏に依頼 して分布調査を実施 したところ、遺跡 (古墳)の存在が確認

されたことに端を発する。このため、昭和59年 3月 13日 付け、浜教社第 389号で、文化庁

長宮宛遺跡発見通知書を提出した。その後、昭和59年 3月 31日 付け、島教文第 103号で島

根県教育委員会教育長 (文化課)よ り工事着手前に発掘調査を実施する旨指導があった。

当市には、埋蔵文化財を発掘調査する専門職員が配置されていないため、調査員の確保

については、県教委に対する調査員の派遣依頼、市独自での専門職員の配置について努力

したが実現には至らなかった。                    .

そこで、桑原詔―・的場幸雄の両氏に公務ご多忙の所、無理をお願いして調査にご協力

願った。昭和∞年 2月 9日 に関係者の打ち合せ会を行い、昭和60年 2月 16日 より調査にと

りかかった。調査は、その後、史跡石見国分寺跡現状変更 (経蔵改築)に伴う発掘調査を

はさんで、昭和60年 8月 31日 まで実施した。



Ⅲ 調査概要

発掘調査は、周布小学校建設に伴う造成予定地内で、遺跡発見の可能性が高い 5ケ所 (

第 2図 A・ BoC・ D・ E)について実施した。

5ケ所を選んだ理由は次のとおりである。

A地区 一 露出石材の状況と須恵器破片の出上で、後期古墳の存在が確実であった。

BoC地 区 ― 巨石を含む集石があり、何らかの遺構が期待された。

D・ E地区 ― 弥生時代前期を中心とする鰐石遺跡から直線距離にして約 100m離れた

丘陵上平坦地面に位置し、鰐石との関連遺跡が期待された。

調査は、D・ E地区→ B・ C地区→A地区の順に行った。期間は次のとおりである。

D・ E地区 ― 昭和60年 2月 16日 ～ 2月 2tl日 、実質 7日 間

BoC地 区 ― 昭和∞年 4月 27日 ～ 5月 5日 、実質 8日 間

A地区 ― 昭和∞年 5月 3日 ～ 8月 31日 (3期間に分けて実施)、 実質55日 間

なお、各地区ごとの調査概要は後述することにして、ここでは省略する。

―
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第 2図
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Ⅳ A地区 (森ケ曽根古墳)

調 査 概 要

A地区の発掘前の状況は、松や雑木がうっそうと生い茂り腐食土が厚く堆積する林であ

った。A地区周辺から西方にかけては、時期は不明であるが畑地化の痕跡が残っており、

本古墳も東側崖、北側小崖によって墳丘が削り取られ、耕作面とされていたようである。

墳丘はほとんど平坦地化されていた。

立木を伐採 し腐食土を除去したところ (第 3図 )、 石室上面のみ小高く残っていたが、石

材が散乱 しており、側石の一部は露出していた。天丼石は既に散失しており、その形状は

旧状とは程遠いと推測された。

まず、露出している側石 とボーリングステッキによる探査で、横穴式石室の方向を推定

f

1lμ子1

′２

庁
一
Ｉ

第 3図 森ケ曽根古墳発掘前地形測量図

冴ゝ了



し、主軸線とその直交軸線を求め幅開%の トレンチを設定した。土層を観察すると、石室

の南と西の 2ト レンチで残丘と周溝が検出でき、およその墳丘規模を知ることができた。

トレンチの上層を参考に残丘を全面的に検出していくと、 2つ の トレンチで検出された

周溝は弧を描いてつながり、円墳であることが確認された。

その作業に並行して、石室内流入上の除去を行った。石室内には、天丼石や側石に使用

された巨大な石が幾重にも落ち込んでおり、上部上層観察は不可能であった。途中、床面

より鉤～醐勁浮いた高さで完形の須恵器 3点、完形の鉄鏃 1点、比較的まとまった須恵器

片多数が出上 して、内部はかなり荒らされているのではと心配された。しかし、床面近く

からは閉塞石の一部や多量の遺物が出土し、その残存状況は半壊状態の石室内遺物にして

は極めて良好であった。位置を確認しながらこれを取り上げ、床面の検出を行った。

石室は、上半分を失っていたが根石はほぼ残存していた。多少問題点を残しながらも、

無袖型横穴式石室であると確認できた。

次に残丘を除去し、原地形地山面を求めた。その主たる目的は、原地形の傾きと石室と

の関係を知るためであったが、思いもかけず墳丘下から土城の一部やピットが検出された。

土壊底面から石皿や磨石等が出土し、 ピットの 1つからは弥生式土器も出上した。古墳築

造以前の生活面の存在が明らかとなったが、古墳築造に当ってその大半は破壊されていた。

また、古墳東側崖断面のところどころに集石があり、その中に比較的大きい石も合まれ

ていたため、崖を少 し削って様子を見た。その結果、これは畑地化された折に設けられた

施設の一部の残骸であろうと判断された。

以上の過程を終えた段階の昭和60年 8月 3日 、現地説明会を開催した。

説明会終了後、最後に根石を除去して掘り方や根石の埋まり方を観察し、発掘調査を無

事終了した。

-6-



遺 構 につ いて

墳丘

墳丘はほとんど削平され平坦地化していたが、主軸線上と主軸直交軸線上に幅5∈2の上

層観察用 トレンチを入れたところ、わずかな残丘層が検出できた。

主軸直交軸線上の トレンチA― A′ (第 5図)の石室から左狽1では、上より薄褐色砂質土

(5X薄橙褐色砂質土 (6Xそ して周溝の灰褐色砂質土 (7)の 3層が見 られた。

薄褐色砂質土層は、耕作土として撹乱されており、石室内出土須恵器と接合する破片も

合め須恵器小破片約 120点、中世以降の糸切り底を持つ土師器皿破片 1点、江戸時代以降

の磁器破片10数点、瓦破片 2点を出土した。

薄橙褐色砂質土層は、周溝層との切り合い関係から古墳築造以前の自然堆積土層と考え

られる。周溝を除くA地区南半面に薄い層を成していた。石室南部で磨石や石皿を出上 し

た上墳の中もこの層で埋まっており、いつかこの地の生活面が終了した段階から堆積が始

まったもののようである。

周溝の層は、墳丘の西から南にかけて検出された。幅は広いところで 1.lm、 深さは深

いところで 0.3mで ぁるが、南へ行くに従って広 く浅くなり、ついには消滅している。そ

の形状から、本墳が円墳であったことが確認できた。

次に トレンチA― A/の石室から右側であるが、上より黄色砂質土 (1)、 赤黄色砂質土 (

2X赤色砂質土 (3)の 3層が見られた。掘り方 (4)と の切り合い関係から全て残丘層

と考えられる。遺物はいずれの層からも出上しなかった。残丘範囲がわずかであるため、

墳丘の広がりや周溝の検出はできなかった。

主軸線上の トレンチB― Bり詳細は省きたい。ただ、周溝は浅く幅広くわずかに残って

おり、この トレンチより北恨1ではほとんど消滅 していた。 しかし、その約 2m北の周溝延

長面上には、須恵器大型甕 (第17図 3)の 肩部破片がまとまって出上した。なお、この甕

と同一個体破片が、 A― A′ トレンチ付近の周溝層からも10数点出上したことも付け加えて

おく。

以上記してきたように、墳丘の残存状況は非常に悪い。正確な墳丘規模は不明だが、南

北方向の石室と同薄の距離から墳丘を復原すると、周溝の内側で直径約10mを決」る円墳に

なる。全周に周溝が巡っていたとすれば、その外側で直径約12mの 円墳となろう。



森ケ曽根古墳残丘検出後地形測量図
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墳丘下の遺構

墳丘を除去し地山面を検出したところ、 ピット5つ (第 7図 Pl～ 5)と土壊状遺構が

検出された。個々のピットの観察は第 1表に示す。

第 1表  ピット観察表   (単 位 :θ″)

土媛状遺構は、石室の南西方向にかけて壁面がわずかに残っていた。その底のカーブか

ら規模を推定するなら正円形として約 5協 になろう。

床面直上からは砥石 。磨石・石皿 (第2図 1・ 3・ 5)・ 管玉 (第 23図 )が出土 して、

住居址の可能性が高いが、これに伴う柱穴が見当らず、現時点での断定は避けたい。上器

が出上していないため時期は不明であるが、埋土はところどころに炭片を合む橙褐色砂質

上で、P3と近似しており、弥生時代後期ではないかと考えられる。ただ P3の埋上の方

がかなり炭片を多く含むため問題が残る。

さて、墳丘東側崖断面に見られた集石 (第 5図)であるが、これは崖断面の表面的なも

のであって、その裏面のところどころからは薄い海砂の層が検出された。おそらく畑地化

を行った際に、崖の上崩れを防ぐために築いた石垣がところどころに残骸をとどめている

ものであろう。
c_    39.型 里c′  d__

39.廼坐d′ e‐-  39.60me′´
Y

g_ 39,10m9′

f――― ′    ●十 ~~~｀
＼ _＼

師

第 6図 第 7図における部分的断面図

上部直径 深  さ 底直径 形 状 出 土 遺 物 埋 土

Pl 40,0 300 150 やや底が狭くなる 石皿 (第 22図 4) 橙褐色砂質土

P2 30.0 44.0 250 ずんどうな丸底 な し 橙褐色砂質土

P3 30,0 65,0 19,0 ずんどうで深い 数
図
多
別
器
第
土
く
式生弥 橙む合く

土
多
質
を
砂
片
色
聖簿

P4 350 31.0 10,0
きつカ段

る
で
な
中
く
途
狭 な し 橙褐色砂質土

P5 400 43.0 叙めに入っている な し 橙褐色砂質土



第 7図 地山検出後地形測量図
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第 9図 石室断面図



内部主体は横穴式石室である。

入口は閉塞石をわずかに残して、東側に向って開口していた。周布平野を一望に見渡せ

る非常に景観の良い方向である。

後世の畑地化により石室上部は完全に破壊、散逸してしまったが、幸いにも根石はほぼ

完存しており、場所によっては 2段目の石材迄が残っていた。

石室の規模は、全長 440m、 奥幅 155m、 入口幅 1.04mを測る。

奥幅に比べて入口幅が約 2/3と 狭くなっている。これは入国の右側石 1つが内傾して

いるためで、それより奥側は幅約 155mと _定 しており、長方形プランを呈している。こ

の内傾した右側石は、石材抜き取り後 (第10図)を見ると左片袖型の袖石的性格を色濃く

示しており、無袖型と断言することに一抹の疑間を生じさせる。しかし、重要なポイント

とも言えるその手前の根石が崖によって切り落とされ、その位置 。傾きが不明になってい

る現時点では、はっきりした結論を導くことは困難と思われる。以上のように多少の問題

点は残るが、実際に石室を形成 していた右側石は、角を有することなく一連 に並んでいた

ため、ここでは左片袖型が退化した無袖型横穴式石室であると解釈しておきたい。

床面は地山面である。敷石等の施設は見られない。奥恨1よ りも入口を低く、また奥側に

行くほど右側を低 くすることによって排水を考えたものと思われる。

さて、石室築造方法であるが、土層観察用の トレンチ (第 9図 A― Aり を見ると、掘り

方は左側石側では第 1盛 り土から地山にかけて掘

られているのに対 し、右側石側では盛り土内にお

さまり地山直上が底面になっている。原地形地山

面は南西に高く北東に低いため、まずある程度の

盛り上を行い、全体の高さをおよそ合わせた後に

掘り方を掘ったと考えられる.

尚、根石は尖った方を下に向けて、掘り方底面

から深いところで約拗勁下迄埋められていた。掘

り方を掘った後、さらに根石の底の形に合わせて

掘り込みを行ったことが窺ゎれる。

引 季

移  笙王4-ど m
第10図 掘り方及び根石抜き取り跡図



遺物

石室内出土遺物 につ いて

出土状況

石室内からは、須恵器34点以上・土師器 2点 。鉄鏃片多数 。鉄刀子片 3点 。鉄斧 1点・

耳環 5点・勾玉 1点 と非常に多数の遺物が出上した。しかし、何度かの追葬や何らかの理

由により、ほとんどが原位置を動かされた状態であった。

石室入口附近左側石よりには、土器類がごちゃごちゃと集められていた (以下、土器集

6  【5Ⅲ

4  く【
;〔:;丁

金環

蛾

詳 γ
ゝ
◇

③  7_鉄
鏃片

｀I-11

③
便5を
°

⑥ 範

|

第11図 石室内遺物出土状況図 (番号は土器実測図と照合する)
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合部)が奥側には蓋lfhの上不と上下逆転 した蓋が積み重ねられており、前側には蓋杯以外の

器種が積み重ねられていた。これは何度かの追葬の際、それ以前に石室内に置かれていた

土器を整理したものと考えられる。型式の古いものほど下方に位置していた (第 3図 )。

小型蓋l下は石室中央部から前部にかけて散乱していたが、上下逆転または床面から浮い

た状態で出上した。蓋は上下逆転 し土器集合部最上段に積まれているものもあった。

一番新しい形式と思われる須恵器は石室の最も入口近くから出上したが、す不1点と長頸

壷は土器集合部最上段に載せられており、原位置は保っていなかった。

石室奥狽1か らは脚付短頸壺やコップ状器が出上したが床面よりやや浮いていた。

ただ、奥壁に接して出土した土師器の壷のみは床面直上に立っており、原位置を保つ唯

―の遺物と考えられる。

鉄鏃は、尖根鏃が入日周辺及び土器集合部の下方から出上したのに対し、広根鏃 2点が

やや奥部から出土した。本古墳において、広根鏃の後出を意味しているのかもしれない。

耳環は、ペアと考えられるものもかなり離れた地点から出土した。

E-3③
彎
デ
3

I-13
Ⅱ-9

分 ェ_セ I

H-6

サ鉄が

8リ
0

斧

一
＼

第12図 石室内
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土器

須恵器

石室内からは多数・ 多器種の須恵器 (第13～ 17図)が 出上 したが、その内訳は全体の形

状がほぼ復原できるものを数えると、蓋 ITNの lTN蓋 13・ l下身17・ 有蓋高土不の蓋 1・ 無蓋高 IIN

2・ 短頸壷 2・ 脚付短頸壷 2・ 長頸壷 1・ 甦 1・ 甕 1・ 提瓶 2・ 器台 1・ コップ状器 1と

なる。他に小破片のみ出上 したものも相当数あり、実際に副葬された数は前述の数より相

当数多かったことを示している。

また、これらは非常に年代幅が広く、多型式でもある。蓋lTNの lTN蓋を例に挙げると、外

面中央やや下よりに稜がつくもの (第 13図 1)か ら、扁平な宝珠状つまみを持ち内面のか

えりが消えているもの (第 13図 14)迄が出上している。これは何度かの追葬の存在を、土

器の形式面から裏付けていると言ってよい。

そこで、地方生産がかなり普及しているこの時期の須恵器を他地域の編年で検討するこ

とには問題があるとしても、当地方の編年が確立されていない現在、出土須恵器を陶邑編

年に当てはめてみた。すると出土須恵器は下記のようにほば 3時期に分かれた。

oⅡ型式 2段階

oⅡ型式 4段階～Ⅲ型式 1段階

oⅣ型式 1段階

このことから、Ⅱ型式 2段階の時期に初葬が行われ、その後Ⅱ型式 4段階～Ⅲ型式 1段

階の間と、Ⅳ型式 1段階の間、 2期間にわたって追葬が行われたと考えられる。ただし、

第 12図 第 13図 第 14図 第 15図 第 16図

Ⅲ型式 2段階 ① ①

Ⅱ型式 3段階

Ⅱ型式 4段階 ②③ ② ⑩

Ⅱ型式 5段階 ④⑤⑥ ③④⑤∝ ①⑥③ ①③

Ⅱ型式 6段階 ⑦⑥ ③⑥

Ⅲ型式 1段階 鋤 ⑩③⑫O
Ⅲ型式 2段階

Ⅲ型式 3段階

Ⅳ型式 1段階 ⑭ ⑭O ⑥

第 2表  陶邑編年とA地区出土須恵器の位置づけ
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これは 1期間に 1度の追葬ということではない。Ⅱ型式 4段階～Ⅲ型式 1段階の間は、年

代的に幅広く出土土器数も多いため、数度の追葬が行われた可能性が高い。

現時点で言えることは、 Ⅱ型式 2段階の時期つまり後期中葉頃に初葬が行われ、その後

2回以上の追葬が行われた。そして一番最後の追葬がⅣ型式 1段階の時期つまり終末期に

行われたということであろうか。

各個体別の観察は後頁の表 2～ 6を 参照されたい。

(I)

-18-

第13図 石室内出土土器実測図
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第14図 石室内出土上器実測図 (H)
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第15図 石室内出土土器実測図 (Ⅲ )
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第16図  石室内出土土器実測図 (Ⅳ )
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第17図 石室外出土土器実測図
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切
り
後
、
一
定
方
向
の
カ
キ
メ

完
  
形

3
lT
N

お ７ ７

登 径 高

部
口 受 器

右
天
微
柾
と
黒
色

砂
粒
を
少
量
合
む

や
や

悪
 
い

}灰
色

左
回
転

ケ
ア
ヘ
ラ
肖
」
り
後
、
丁
寧
な
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り
後
、
一
定
方
向
の
カ
キ
メ

完
  
形

lT
ミ

□
 
径
l1
4

受
部
径
13
6

器
 
高
 3
45

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

良
 
い

確 Ｃ Ｇ
|1
薄

灰
色

右
回
転

( (
ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

形

5

口
 
径
12
6

受
部
径
14
85

器
高
37

ね
央
似
剋
を
グ
重

合
む

悪
t

|1
薄

灰
色

右
回
転

`

丈 テ
削り
後 、
ナ デ
  
 |

回
転
ヘ
ラ
切
り
後
一
定
方
洵
の
カ
キ
メ
、
さ
ら
に
靭
ナ
デ

ほ
ぼ
完
形

6
耳
〔

口
 
径
13
0

受
部
径
1■
95

器
高
33

石
英
微
量
を
多
く

合
む

や
 
や

良
 
い

}灰
 
色

左
回
転

ナ
デ
ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雖
い
火
ぶ
く
れ
が
あ

る
。

完
  
形

7
lf
〔

回
 
笹
12
4

受
部
径
14
8

器
高
39
5

41
央
似
4■
τ
夕
ヽ

合
む

並
|}
青
灰 色
)紫
灰
色

右
回
転

ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

底
中
央
部
が
張
り
出
し
気
味
で
安
定
が

悪
い
。

完
  
形

lT
(

回
 
坐
10
2

受
部
径
12
9

器
高
31

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

良
し

ぽ 色
つ 灰

白 薄
左
回
転

ヘ
ラ
削
り
後
、
軽
い
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り
後
、
ナ
デ

完
  
形

9
舅
ミ

２ ・
０

，
９

径 径 高

部
□ 受 器

石
英
微
粒
と
黒
色

砂
粒
を
多
く
合
む
良
し

}青
灰 色

左
回
転

ゲ
ア

ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り
後
、
丁
寧
な
ナ
デ

完
  
形

lT

口
  
倫
VZ
D~
94

器
 
高
 3
45

ね
央
倣
杜
と
黒
包

砂
粒
を
少
量
合
む
悪
し

1灰
白
色

右
回
転
}ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
、
丁
寧
な
ナ
デ

外
面
器
壁
に
は
ヘ
ラ
先
に
よ
る
ヘ
ラ
言E
号

「
メ
」
が
見
ら
れ
る
。
底
に
は
上
か
ら
故
意

に
穿
っ
た
と
思
わ
れ
る
知
ち
る
。

ほ
ぼ
完
形

舅
ミ

口
 
径
 8
55

器
高
29

石
英
微
柱
を
密
に

合
む

良
し

1灰
色

左
回
転

ナ ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

完
 
形

■ 中 わ

俗 吉 回

四 器
ね
災
似
剋
τ
宙
に

合
む

良
七

線争
灰
色

左
回
転

ナ ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

完
  
形

回
 
盗
97
～ 10
,4

器
高
30
5

右
英
微
粒
が
多
し

良
 
好

}黒
灰 色

左
回
転
}ナ
デ
ヘ
ラ
切
り

形
の
歪
み
が
者
し
し

ほ
ぼ
尤
形

口
 
径
 1
36

器
 
高
  
51

高
台
底
径
 9
1

石
英
微
粒
を
密
に

合
む

や い

や 良
)灰
色

伴
薄
灰
色

左
回
転
}ナ
デ
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
八
高
台
を
貼
り
つ
け
さ
ら
に
ナ
デ

展
み
向
の
局
含
貝 占
り
つ
け
部
に
は
ヘ
ラ
先
で

一
条
の
凹
線
を
円
形
に
描
き
高
台
と
の
密
着

を
は
か
っ
て
い
る
。
小
さ
な
火
ぶ
く
れ
あ
り

約
春
が
残
存

lT
ミ

□
 
径
 1
56

器
 
高
  
55

高
台
底
径
 8
95

石
英
微
粒
を
少
量

含
む

良
t

}薄
灰 色

左
回
転
}ナ
デ
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
八
高
台
を
員占
り
つ
け
さ
ら
1こ
ナ
デ

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
火
ぶ
く
れ
あ
り
。

ほ
ぼ
完
形

第
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石
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内
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土
土
器
観
察
表
(Ⅱ
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一
第
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図
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応
―

(た
だ
し
全
て
須
恵
器
で
あ
る
)



器
 
種
法
量
9の

胎
土
焼
成
色

調
ろ
く
ろ

調
整

備
考
残
存
状
況

1

り 短
頸
壷

径 高 径

口 器 底

8.
85

10
,3 8.
5

石
英
微
粒
を
少
量

合
む

良
 
い
麿勢
黒灰
色

の
 
薄
灰
色

左
回
転
廻
 
ナ
デ

の
 
回
縁
付
近
は
ナ
デ
。
肩
は
カ
キ
メ
後
軽
く
ナ

デ
。
胴
部
は
カ
キ
メ
 
Θ
回
転
ヘ
ラ
切
り

完
 
形

②
脚
付

短
頸
壷

□
笹

器
高

脚
底
径
10
.5

石
英
微
粒
を
少
量

含
む

良
 
い

色

色 　 灰

灰 　 紫

① ④ ω
左
回
転

la
l 
ナ
デ
。
④
 
口
縁
付
近
は
ナ
汎
肩
か
ら
胴
に

か
け
て
カ
キ
メ
。
⑥
回
転
^ラ
切
り
後
脚
店
貝占
り
=

け
て
ナ
デ
9卿
は
外
面
ナ
デ
、
内
面
ヘ
ラ
削
り
)

完
 
形

3

② 短
頸
壷

胴
部
最
大
径

12
.9

底
径

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

悪
 
い
⑪ ④ ⑮
灰
色

左
回
転
ｇ ④ ⑥

ナ
デ

ヘ
ラ
削
り
後
、
ナ
デ
。
月
部
に
2条
の
沈
線
が
巡
え

回
転
ヘ
ラ
切
り

回
稼
欠
損
。
底

～
胴
最
大
部
ま

で
を
1欠
捐

4

付 壷
硼 観

月 同
部
最
大
径

12
,4

脚
底
径
10
.0

0.
5m
m
以
下
の

石
英
粒
を
多
く
合

む

良
 
い
届分
濃灰
色

の
 
エ
ビ
茶
色

左
回
転

リ
 
ナ
デ
。
o 
ヘ
ラ
削
り
後
ナ
デ
。
月
部
ド
胴
葦

は
カ
キ
メ
。
肩
部
|こ
は
2条
の
沈
線
力
巡
る
。
①
E琉

ヘ
ラ
切
り
後
、
ナ
デ
整
形
の
脚
を
貼
り
つ
け
て
ナ
デ

口
縁
を
欠
損

田選
ヨ蚤
環 損

り 高
lT
h

径

径 一 局 底

口 器 脚

12
5
15
2
9,
85

微
英 む

石 含

粒
を
多
く

良
 
い
8}
紫
灰 色

の
 
薄
灰
色

右
回
転

rf
、
電
」
(紗
ナ
デ
。
外
向
は
2ケ
所
に
段
が
つ
け
ら

れ
、
そ
の
間
に
波
状
文
を
施
す
。
脚
O④
ナ
デ
。

長
方
形
透
し
力
壮
下
跡
気
3面
イ 勢
た
れ
て
い
る
。

口
縁
約
春
欠
損

6

り 高
lT
h

□
径

脚
底
径
10
5
石
英
微
粒
を
多
く

含
む

良
 
い

① ④ 働
灰
 
色

右
回
転

14
ヽ
q凱
妙
ナ
デ
。
優
 
丁
写
な
ナ
デ
の
た
め
切
り

離
し
調
整
は
不
明
。
脚
⑮
の
ナ
デ
。
上
下
2段

3面
の
長
方
形
透
し
が
穿
た
れ
て
い
る
。
猛霊
を を
雉

④ 高
lT
N

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

並

① ④ ∩
薄
灰
色

∽
ナ
デ
。
外
面
に
は
軽
い
カ
キ
メ
が
施
さ
れ

て
い
る
。

脚
の
み
約
寺
残

存

∪ 高
lT
h

口
径
 1
12
5

脚
底
径
8,
95

石
英
微
粒
を
密
に

合
む

や
や

悪
 
い
⑬ ④ ∩
明
橙
色

廻
ナ
デ

④
風
化
が
著
し
い
が
、
一
部
に
縦
方
向
の
目
の

細
か
い
ハ
ケ
メ
(幅
1.
Oθ
″
)が
残
る
。

口
縁
付
近
を
約

き
欠
損

σ
睦

口
径
14
.6
(推
)

脚
部
最
大
径

(推
)

微
粒
lm
m程
度

の
石
英
粒
を
少
量

含
む

並

la
l黒
炊
色

縁静
薄灰
色

左
(?
)

回
転

全
体
的
に
ナ
デ
。

文
様
は
沈
線
と
刺
突
文
に
よ
る
。

3斤
9_
l小
政
合
蚊

片
か
ら
復
原
約
:を
欠
損

②
魃

口
径 径 高

頸 器

42
5
18
0

微
英 む

石 合

粒
を
密
に

や い

や 良
① の 働
灰
色

石
 (
Y,

回
転

全
体
的
に
ナ
デ

文
様
は
波
状
文
、
カ
キ
メ
、
刺
突
文
に
よ
る
。

⑥
 
ナ
デ
、
丸
底
で
あ
る
。

完
 
形

ａ 給
口
径
12
.9
(推
)

器
高
 6
25

底
径
14
.9
(推
)

石
英
微
柾
を
少
量

合
む

並

① ④ 瞼

茶
灰
色

黒
灰
色

茶
灰
色

?

全
体
的
に
ナ
デ

孔
径
は
7m
mで
全
周
に
7ケ
所
穿
た
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

約
:を
欠
損

須
た
だ
し

― 麒 １

第
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石
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土
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器
観
察
表
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一
第
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図
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δ
憑霊
昂薬
を 示
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器
種

法
量
効
)
胎

土
焼
 
成
色

調
ろ
く
ろ

調
整

備
考

残
存
状
況

1

の

甕

口
径
 1
7.
75
0.
5～
lm
mの

石
英
粒
を
少
量
合

む

や い

や 亜 心

⑥ ④ ⑩

薄
灰
色

茶
～
黒
灰
色

薄
灰
色

右
回
転
④
 
口
縁
は
ナ
デ
。
胴
部
は
同
心
円
文
タ
タ
キ
メ

④
口
縁
は
沈
線
が
1条
巡
り
、
そ
の
上
に
カ
キ

メ
の
ヘ
ヱ
先
で
刺
突
文
を
施
す
。
胴
部
は
カ
キ
メ

居 写
雷猥
羞 薄

2

υ
壷

径 高

口 器

12
3
22
8
(推
定
)

微
粒
～
lm
mの

石
英
粒
を
多
く
合

む

悪
 
い

§}
明
橙 色

口
縁
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

他
は
風
化
が
著
し
く
不
明
。

ほ
ぼ
完
形
で
出
土
し

た
が
取
り
上
げ
不
可

含
ヒの
た
め
小
破
片
と

な
ぅ
す■

約
与

り
甕

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

良
 
い

⑬
 
黒
石

④
灰
色

⑩
紫
灰
色

①
 
ナ
デ

④
 
ナ
デ
。
沈
線
を
2本
施
し
た
間
に
ヘ
ラ
気
?

で
刺
突
文
を
施
す
。

□
縁
部
の
み

約
を
周

4
り コ
ツ
プ

状
器

ユ 　 ・

５ 　 ・

５

酪 縞 離

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

良
 
い
8}
灰
色

左
回
転

Ｏ ④ ①

ナ
デ

カ
キ
メ

ヘ
ラ
切
り
後
、
軽
く
一
定
方
向
の
カ
キ
メ

完
  
形

5
⑬ 廟

胴
部
最
大
径

14
.3
(推
定
)

石
英
微
粒
を
少
量

含
む

や い

や 良
色
灰

ヽ ―

＞ ― ジ

① ④ ∩
右
回
転

⑮ ④
指
押
え
の
後
、
軽
い
ナ
デ

タ
タ
キ
の
後
、
同
心
円
状
の
カ
キ
メ

胴
部
の
約 孝
周

6
⑮ 魏

径 一 局 径

口 器 底

10
.9

22
7
10
.5

0.
5～
lm
mの

石
英
粒
を
密
に
合

む

良
↓

色
灰
薄

丸

に ｆ Ｊ

廻 ④ 局
左
回
転

煙
 
ナ
デ

④
ナ
デ

⑥
 
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

胴
部
最
大
径

18
.3
じ
タ
完
 
形

た
だ
し
⑬
は
須

第
6表
 
石
室
内
出
土
土
器
観
察
表
(Ⅳ
) 
一
第
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図
に
対
応

δ
憑霊
品纂
を 示
す。

器
種
法
量
9の

胎
土
焼
成
色

調
ろ
く
ろ

調
整

備
考

残
存
状
況

1

②
甕

石
英
微
粒
を
多
く

合
む

普
 
通

⑪ ④ め

黒
灰
色

灰
色

紫
灰
色

耕
ナ
デ

□
縁
が
約 孝
周

2
甕

石
英
微
粒
を
多
く

含
む

や い

や 良
色
灰
濃

一―
り の い

①
 
口
縁
は
ナ
デ
。
胴
部
は
同
心
円
文
タ
タ
キ

の
 
口
縁
は
ナ
デ
。
胴
部
は
平
行
沈
線
状
タ
タ
キ

の
後
カ
キ
メ

図
示
部
分
が
約

き
周

3

④
甕

石
英
微
粒
を
少
量

含
む

良
 
い
届猾
灰 色

の
紫
灰
色

①
 
□
縁
に
近
い
部
分
は
ナ
デ
。
そ
れ
よ
り
下
は

同
心
円
文
タ
タ
キ
。
④
 
□
縁
付
近
は
ナ
デ
。
そ

れ
よ
り
下
は
平
行
沈
線
状
タ
タ
キ
の
後
、
カ
キ
メ

g奮
部分
が 約

第
7表
 
石
室
外
出
土
土
器
観
察
表
 
―
第
17
図
に
対
応
―



鉄器

鏃完形品 1点、鏃片17点、刀子片 3点、小型斧 1点が出上した。               |

全て鍛造品である。

鏃 (第18凶 1～ 17)は 、出土数が少ない割には形式の異なるものが多く。身部が 9点確

認された内選箭式 5点 (1～ 3・ 8・ 9人 三角形式 1点 (4X五角形式 1点 (5)、 斧箭式     |

1点 (6・ 7)に大別できる。しかし、同形式の中でも微妙に異なった形状を呈しており

強いて同形を挙げるなら2と 8く らいであろう。

1は 唯―の完形品で、片丸造彗前式である。鋭いきっ先を持った厚めの刃部が直線的に

すばまり、断面正方形の箆被につながっている。箆被と茎の明確な区別はないが、矢柄に

装着した際の繊維が残存する。身部長 2.5物、身部最大幅 1.0勁、全長 13″りを測る。

2・ 8・ 9は片丸造か両丸造かが明確でない軽箭式である。身部と箆被の間に段を持つ。

2は 身部長 31勁、刃部最大幅 11協、 9は刃部最大幅 1.2能 を測る。

3は片丸造攀箭式である。身部と箆被は緩やかにつながっており、身部最大幅 1.0レを

測る。

4は平造三角形式と思われ、浅く揚択が入っている。身部最大幅 1,7θ2を測る。

5はやや片丸造の五角形式である。比較的厚みがあり、きっ先の直47R的な圭頭部が、角

度を持って直線に移行し、彎曲して箆被へつながっている。身部長 54初、身部最大幅

2.9協を測る。  
´

6は 平造圭頭広根斧箭式である。全体的に丸味を帯びた形状を呈し、身部は彎曲して箆

被へつながっている。身部長 5,8θ 2、 身部最大幅 2,9レを測る。

7は平造方頭広根斧箭式である。方頭部の角はやや丸味を帯びており、それに続 く直線

部は内側に彎曲している。身部は緩やかに彎曲して細い箆被へと続く。身部長 4.9協、身

部最大幅 2.6%を 測る。

身部を欠損する破片は 8点出上した。ほとんどが箆被と茎の境のないものだったが、境

のあるもの (■ 、17)も 見られた。矢柄に装着した際の繊維が銹着して残っているもの (

12、 17)や、木質が銹着して残っているもの (17)も 観察された。

刀子片 (18～ 20)は いずれも小片である。

18は刃部片で、断面が二等辺三角形を呈しており刃がついている。刃部幅 1.3能を測る。

19は茎とそれに続く刃部の一部と思われる。刃部幅 1.1物を測る。              |
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20は 茎で、断面は丸味を帯びた二等辺三角形を呈している。木質が銹着して残っている。

小型斧 (21)は両側から折り曲げて作られた隋円形の袋部を持ち、段を経ずに刃部へ移

行するものである。刃部は緩やかな弧を描いており、きっ先はあまり鋭くない。全長 99

能、刃部幅 4.5能、袋部径は外恨Iで 31X24ο″、内部では 22× 16能を測る。

15       16

1       帥

第18図  鉄器実測図



耳環

耳環は 5点土さした。全て青銅製で、表面に金めっきが施されたもの 3点 (第 19図 1・

203)と 、剥離のため表面の金属が不明のもの 2点 (4・ 5)である。 1・ 2・ 3の輪

郭は正円形に近く、断面は隋円形を呈している。 4・ 5の輪郭はやや大きめの横に広い隋

円形で、断面は正円形を呈している。そのめっき状態 。大きさから、 2と 3.4と 5の 2

セットが考えられる。法量は第 7表を参照されたい。

表 面 の 金 属 外径 e夕 ) 内径 ⑫の 断面径 (″

'

切れ目間隔働

1 金が全体的に薄く残存 2.4X2.25 1.4Xl.4 0.8X05 0.15-0.2

2 守窪審
側と外側にのみ厚 2.45× 23 1.4Xl.3 0.8× 0.6 0.18XO.2

3 2.35× 22 1.25× 1.2 0.85X06 0.2

4 全てはく離 3.1× 2.75 1.7X15 0。75XO.7 035XO.4

5 3.2X2.8 1.7× 1.5 0.8× 0.8 0.25-0,3

第 7表 耳環観察表

勾エ

勾玉は 1点出上した。赤めのう製で、薄い赤茶色を呈している。輪郭は丸味を帯びたコ

の字形に近い。穿孔は一方からのみであるが、反対側には割れ防止の浅いえぐりが施され

ている。法量としては、全体形が 3.52X21磁 内におさまり、中央部断面は隋円形で 1.2

X105レ を測る。孔径は穿孔側が3.5_反 対側が 1.5陶、えぐり径は 7× 6陶を測る。

偶~◎ 幾~◎3S~Θ
1

織~(璽》2  S~《
0

監       Cm

一

第19図 耳環・勾玉実測図
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石 室外 出土 遺物 につ いて

弥生式上器

出土状況 (第20図 )

墳丘下地山面を掘り込んだ、直径弱吻、深さ

“

物のずんどうなピットから、

式上器が出土 した。 ピット内は、ところどころに

炭片が混 じった橙褐色砂質上が入り上から下まで

甕や壷が詰まっていた。ほぼ完形で埋 まっている

もの もあれば、同一口縁の破片が最上部と最下部

に分かれて埋まっているものもあって、その状況

に何 ら秩序は見出せなかった。

これ らの上器は、器壁が薄い うえ風化が著 しく、

かな り水分を含んでいた。慎重な作業を行ったに

もかかわ らず、取り上げることができたのは全体 0

の約半分であった。

0          
・
             1 0Cm

多数の弥生

卒

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

第21図 弥生式上器実測図
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弥生式上器

器種としては、甕と壷がある。いずれも、口縁端部を巡る何条かの沈線 とプロポーショ

ンか ら、後期中葉頃に比定すると思われる。

個体別の観察は第 8表を参照されたい。

第 8表 弥生式上器観察表 (番号は第21図 の番号に該当する)

石器

出土状況

砥石 1点、磨石 3点、石皿 2点が出上 した。

砥石(lk磨石(3た 石皿(5)の 出土状況は、第 6図を参照 されたい。全て墳丘下土墳底面の

地山直上から出上 しており、当時の状況を撮 っていると思われる。位置関係から判断 して

磨石(3)と石皿(5)は ペアで使用された可能性が高い。磨石(2'よ残丘上面から表採されたもの

である。 4は ピット内に、その平坦面を下に向けて斜めに落ち込んでいた。

石器

品名 石  材 色  調 法 量 e2) 備 考

1 砥 石 粘板岩 薄  紫 縦 96× 横 4.5×厚 1.9 唇畳暴雷喜と慧控と識ヨ。
磨石 花闘岩

白に灰
/Jh rtr 長径 11.8× 短径 10.3、 最大厚 60

3 磨石 長径 100X短径 8.9、 最大厚 4.0 5と ペアか ?

石皿 残存部最大径 263、 最大厚 7.6 約半分を欠損

石皿 歎 中冨165、 翡 11,7 約半分 (?)を欠損

第 9表  石器観察表       (番 号は第 22図 の番号に該当する)

31 -

樋 胎  土 焼 成 色  調 法量 CC・″) 調 整 備  考

1 電
1～ 2_
の石英粒多

並 明橙色 口径 20_5 籍雲念ζ簗あ洗暴縁 一同と
か
７
体
ａ
個

つ
る 甕

05～ 1吻
の石英粒多

悪 い 餅雀躍睾季回径 226 暴繁冦け薬麿洗暴
縁

3 甕 の
修
５
英
α
石 悪 い 赤橙色 口径 165 風化のため不明 屎ふ

同一個

4 甕 岩解 良 し 明橙色 薬ぉ洗暴
縁端部に2

5 〓霊 悪 い 赤橙色 束1突文

6 甕 並 黄土色 外面ヘラ磨き、波状文

宣 並 黄土色 外面ヘラ磨き 冶腺宗
同一

8 甕 並 赤橙色 外面ハケメ 屎永同
一個



卜出

．
　

５

第22図 石器実測図

管玉

出土状況

管玉片 1点が墳丘下土壊底面の地山直上から出上した。

先に挙げた砥石・磨石・石皿 (第盟図 1・ 3・ 5)と 同レ

ベルで、同時期と思われる。

管玉

小片でほとんどを欠損し長さは不明であるが、断面は復

原すると径 0.5物の円形になると思われる。孔は穿った側

第23図  管玉実測図

で 0.2θ″を測り、 1対 2の割合で端に寄っている。石材は不明だが、明緑色を呈 している。

耐
γ

⇔
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小  結

周布平野を一望に見渡す標高約40ηの丘陵上に立地した森ケ曽根古墳は、後世の畑地化

のため墳丘のほとんどが削平され石室も半壊状態にされて現在に至っていた。

今回発掘調査を実施したところ、本古墳は直径約 10ηを測る円墳で、南～西方向におい

て幅約 12の周溝が残存していることが確認できた。

内部主体は東向きの横穴式石室である。南西に高く北東に低い地山面上に、ある程度の

盛り上を施した後、掘り方を掘り石材を据えて築造したと考えられる。石室平面形は袖石

を持たない無袖型であるが、入口から2つめに当たると推測される右側石 1つがやや角度

を持って内傾してすばまっており、袖石的要素も感じられる。これは片袖型から無袖型ヘ

と移行する過渡期的様相を示す形とも考えられる。周囲の後期古墳に類例を探 してみたが

現時点では本古墳のみであった。とりあえずここでは左片袖型が退化した無袖型横穴式石

室であると表現しておきたい。

石室の中からは、須恵器・土師器・鉄鏃・鉄刀子片・鉄斧・耳環 。勾玉と多数の遺物が

出上した。

特に須恵器の数は38点以上と豊富で、しかも多型式のものが見られた。陶邑編年で表現

するとⅢ型式 2段階からⅣ型式 1段階のもの迄が確認できた。それらの出土状況は、大部

分が入口附近左側石側にひとかたまりに寄せ集められており、蓋lTNな どはその中で丁寧に

積み重ねられた状態であった。古い型式のものほど下方に位置し、新しい型式のものほど

上方に位置していた。数度の追葬の存在は、須恵器の型式面と出土状況面の両面から明ら

かであった。

さて、その他の出土遺物だが、各種鉄製品。耳環 。勾玉は後期古墳の典型的な副葬品と

言える。特に耳環は、日脚遺跡内の 4基の古墳のうち石室残存状況が比較的良好な 3基の

古墳から出上しており、この地域でも最も典型的な副葬品と考えられる。

ただ、赤めのう製の勾玉は先の 4古墳からも出上しておらず、現時点では周布平野周辺

では唯―の出土例となっている。周辺地域を見渡すと益田市の鶏ノ鼻古墳群において多数

の出土例が数えられることは興味深い。しかし、 I章でも述べたように周布平野周辺の古

墳で正式な調査が行われたのは、日脚遺跡内の 4基の古墳のみである。現段階で地方色迄

を論じようとすることには多少の無理が感じられるため、今回は資料呈示のみにとどめて

おきたい。
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古墳関1係以外の遺構として、墳丘下からピット5うと土城 1つが1検出された。この上策

は出主遺物から住居難である可能性が高いが、柱穴が見あ.た らないため、は,き りとした

断定は避けておきたい。また、ビットの1つからは弥生時代後期の土器が多量に出土し―、

弥生時代の遺跡も周辺に4ま っていると考えられる。

A地区周辺は、古くは弥生時代後期からそして現在に至るまで、何らかの形で人間の足―

跡を残してきたようである。すぐ下の沢は絶え間なく清水が流れており、人間の生活にと

ぅては非常に好都合な場所でもあったのであろう。



V B地 区

調 査 概 要

B地区は森ケ曽根古墳の南東方向で約 3～ 8η下った地点である。かなり勾配の急な斜

面上だが、森ケ曽根古墳の石室石材と同じ花闘岩の集石が見られたため調査を実施した。

まず集石を中心にして、等高線とほぼ直角の方向で、上下10η (平面距離)×横 1.5η

の トレンチを設定した。また、 lη離して平行に上下 8.8切 (平面距離)× 横 05η の ト

レンチも設定した。

トレンチの上部はかっての畑地の痕跡を残しており、小崖が観察できた。上層は、その

小崖附近では上より腐食土 (第 25図 lX赤色砂質土 (2)、 橙色砂質土 (3)、 白橙色砂質土

(4)の 4層が確認された。いずれの層からも須恵器小破片が出上している。集石中央部

周辺では 2と 3の 2層が確認された。地山面には特に変化はないが、集石中心部に入る直

前に約30Mの落ち込みがあり、段がついていた。集石の石は、地山面にやや埋まっている

ものと浮いているものの両方が見られた。集石部下方では、上より (lX灰色砂質土 (5)

の 2層が確認された。下方の地山面は上方と違って軟質の小石をかなり密に合んでおり、

それが上層にも少 混々 じっていた。

C地区と並行して昭和ω年 4月 27日 ～ 5月 5日 迄、実質 8日 間調査を実施したが、遺構

は検出できなかった。集石の性格は明確ではないが、その中に石室の天丼石や側石に利用

できそうなものもかなり含まれていたため、森ケ曽根古墳を破壊 した際に石材を投げ捨て

た場所ではないだろうか。また、須恵器の小破片が10数点出上しているが、それも森ケ曽

根古墳から転落したものと考えられる。

遺  物

須恵器小破片が10数点出上しているが、器種が確

認できるものは第24図 に示した短頸壷のみであった。

これは、 05η幅 トレンチのほぼ中央部腐食土中か

ら出上したものである。胎土は石英微粒を多く合み、

焼成は良好、色調は内・外・ 断面とも茶褐色で、調

整は内・ 外面ともナデによる。

o            5Cm

―第24図  B地区出土須恵器実測図
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Ⅵ C地区

調 査 概 要

C地区は森ケ曽根古墳の南方向で約 6～ 9η 下がった地点である。その発掘前状況はB

地区と近似しており、かなり勾配が急な斜面上に森ケ曽根古墳の石室石材と同じ花闘岩の

集石が見られたため、発掘調査を実施した。

集石を中心にして、等高線とほぼ直角の方向で、西から上下 5η ×横 lη、 0.5η 離し

て上下 4.5η X横 1切、 0.5切離して上下 6η X横 1.5η、 0.5η離して上下 4孵 ×横

08η と言う4本の トレンチを設定した。上層を観察 しながら掘り込みを行ったが、巨石

周辺は危険であるため上を残すことにした。

その結果、巨石は地山面からやや浮いているものが多く、埋まっているものもその重量

によるためと思われ、埋まった部分は極浅いであろうと判競された。なお、第%凶 の左下

に見られる小石の集石は地山の中に含まれているものであった。これらは非常に軟質で、

B地区の左下で検出された地山中の小石と同じものと思われる。

上層は第肝図A― A′ トレンチで、上より腐食土層(1に 黄土色砂質土(2に 橙色砂質■13た

の 3層 が観察された。

遺構 。遺物は検出できなかった。

調査はB地区と並行して昭和∞年 4月 27日 ～ 5月 5日 迄、実質 8日 間実施 したが、巨石

の集石の性格を明らかにするには至らなかった。
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Ⅷ D地区

調 査 概 要

D地区は森ケ曽根古墳の西方約50η の地点である。丘陵上の平坦地で、巨石の集まりが

見られたため発掘調査を実施した。

まず、集石部を中心にして南西方向に長い 2 ηX10ηのトレンチを設定した。掘り進む

と北よりの位置を中心に大小多数の石が出土したため、北方へ幅 22の トレンチを 3η延

ばした。しかし、一部を除いて出上した石のほとんどは浮き石もしくは地山面に含まれて

いる軟質の小石で、遺構を形成するものではなかった。

また、南北方向にかけて幅約 22の溝状遺構が検出されたため、幅 2η の トレンチを南

方へ 5η延ばした。溝状遺構はそのまま南へ延びていたが、南へ行 くほど幅広く浅くなっ

ているようであった。遺物が出上していないので時期は不明である。

上層は全体的に上より腐食土層 (第 28図 lX茶褐色砂質土層 (2X黄土色粘質土層(3)

の 3層が観察されたが、何れの層も遺物は含んでいなかった。

調査はE地区と並行 して昭和60年 2月 16日 ～ 2月 努日迄、実質 7日 間実施したが、わず

かに時期不明の溝状遺構を検出したのみであった。

集石の性格は不明である。土地の人の話によると、昭和初期頃畑地化されたことがある

らしく、その際の石の投げ捨て場とも考えられる。



ェ       
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表土 (腐喰土)
茶褐色砂質土

第28図

428n c

3 黄土色粘質土
4 地山

D地区平面図及び土層断面図

0                       2m



Ⅷ E地区

調 査 概 要

E地区は鰐石遺石のすぐ背後にあたる丘陵上平坦地に位置する。鰐石遺跡との関連遺跡

の存在が考えられたため発掘調査を実施 した。

まず南北方向に 2 η X15ηの トレンチを設定 し、その北端附近から東に延びる尾根に向

けて 2η幅 トレンチを 7η延ばした。南北 トレンチの南端部では集石が見られたため、 ト

レンチを 2η幅でさらに南へ向けて 2η延長した。集石は地山面に合まれる軟質の小石が

ほとんどであったが、海石のような丸石 1個も混じっていた。また、そのほば中央部から

は須恵器の破片 1点が出上した。

周囲の状況を観察すると、小崖の上留めと思われる無造作な石積みが 1列走っており、

ここで検出した集石はその延長線上に位置するようであった。土地の人の話ではD地区同

様、昭和初期から戦後にかけて耕作が行われていたそうで、おそらくその遺構であろう。

かなり広い面積を発掘したが、他には何ら遺構は検出されなかった。

土層は上より腐食土層 (第 29凶 lX茶褐色砂質土層 (2)の 2層が観察された。須恵器

が出上したのは丁度 1と 2の境附近であった。

調査はD地区と並行して昭和∞年 2月 16日 ～ 2月 閉日迄、実質 7日 間実施 した。

遺  物

須恵器甕の胴部破片が 1点出土した。内面は同心円文の叩き目調整が窺えるが、全体的

に風化が著 しく、小片であるため詳細は不明である。



Ａ
一
H==36、 76m

B H-36、 46m   Bと  CH~36、 46m

皇 H-36、 46m こと

第29図  E地区平面図及び土層断面図

1 表土 (腐喰土)
2 茶褐色砂質土 (肥土)
3 黄土色粘質土
4 地山
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